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　豪華絢爛な桜並木がより美しく映え、気持ち
よく観光客をお迎えできるよう、春の観光シー
ズンを前に、３月 16 日（日）、海津大崎の桜
並木でクリ－ン作戦が実施されました。
　実施主体の「美しいマキノ・桜守の会」は、
海津大崎の桜を守るために、平成９年に地元の
方々を中心に結成。これまでの取り組みが評価
され、第４回地域再生大賞の優秀賞を受賞され
ました。（関連記事Ｐ 17）マキノ中学生や新旭少年野

球スポーツ少年団もボラン
ティアで参加されました。

高島市ごみ減量大作戦
実施状況

ス
リ
ム
ヤ
ン

３,１２５ｔ
２,８６７ｔ

目　標

目標まで後

２月の削減量 ２３ｔ
H22.2 可燃ごみ搬入量
　　ーH26.2 可燃ごみ搬入量
937t ー 914t ＝ 23t

　ごみ減量大作戦は、平成 23 年度か
ら 25 年度までの３年間で、可燃ごみ
の量を平成 21 年度と比べて３，１２５
ｔ減らす取り組みです。

平成 25 年度

高島市は今年度　市制 10 周年を迎えます！

☆今号に掲載している課名等は編集時のものです。４月１日以降、課名、電話番号が変更になる場合がありますのでご了承ください。

日本のさくら名所百選　海津大崎の桜並木
（桜の写真は昨年のものです）

主
な
内
容

特集

関連記事は
22ページを
ご覧ください

平成 26 年度　施政方針  …………………… ❷ｰ❻

・朽木診療所が完成！  ５月１日から診察を開始します！ …………❽
・市制 10 周年記念事業のキャッチ・ロゴが決定！ …………………❼

・「ひろばパラソル」をオープンします ………………………………�
・高島市消防団　宮野正博  新団長が就任されました  ………………�



平成 26 年度　施政方針

　

昨
年
２
月
に
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
１
年
が
過
ぎ
た

と
こ
ろ
で
す
。　

　

こ
の
間
市
内
で
は
、
赤
坂
山
で
の
小
学
生
の
一
時
行
方
不
明
、
マ

キ
ノ
町
在
原
地
区
で
の
大
規
模
な
茅
葺
き
民
家
の
火
災
、
台
風
18
号

災
害
、
放
射
性
木
材
チ
ッ
プ
問
題
、
饗
庭
野
演
習
場
に
お
け
る
オ
ス

プ
レ
イ
の
日
米
共
同
訓
練
参
加
、
さ
ら
に
は
職
員
に
よ
る
数
多
く
の

事
務
処
理
の
不
適
正
事
案
の
発
覚
等
々
、
本
当
に
過
去
に
例
を
見
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

私
に
と
り
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
事
案
に
対
す
る
迅
速
か
つ
的
確

な
判
断
を
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
常
に
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
選
択
を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
、
危
機

管
理
も
意
識
し
な
が
ら
、
言
い
訳
す
る
こ
と
な
く
、
誠
実
で
信
頼
さ

れ
る
市
政
運
営
に
誠
心
誠
意
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
26
年
度
は
市
制
10
周
年
の
節
目

の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
12
月
に
開
催
さ

れ
た
「
全
国
発
酵
食
品
サ
ミ
ッ
ト
in
た

か
し
ま
」
は
、
こ
の
地
域
の
食
文
化
と

と
も
に
、
当
市
の
魅
力
や
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
に
寄
与
し
、
私
た
ち
自
身
の
誇
り

を
高
め
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
美
し
い
琵
琶
湖
を
臨
む
Ｊ
Ｒ
湖

西
線
も
開
通
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
資
源
を
活
か
し
た
取

り
組
み
も
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
政
で
は
、
平
成
26
年
度
一

般
会
計
政
府
予
算
案
に
お
い
て
、
消
費

税
増
税
に
加
え
て
法
人
税
収
等
の
伸
び

に
よ
り
、
税
収
が
７
年
ぶ
り
に
50
兆
円

台
に
乗
り
、
16
％
の
高
い
伸
び
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
歳
出
面
で

は
、
社
会
保
障
費
が
全
体
の
３
割
を
占

め
、
30
兆
円
を
初
め
て
突
破
す
る
な

ど
、
全
体
で
平
成
25
年
度
当
初
予
算
に

比
べ
て
３・
５
％
増
と
、
過
去
最
大
の

95
兆
８
，
８
２
３
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
地
方
財
政
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

全
体
で
16
兆
８
，
８
５
５
億
円
、
対
前

年
度
で
１
，７
６
９
億
円
、１
％
減
と
、

昨
年
に
続
い
て
、
減
少
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
滋
賀
県
一

般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
５
，

１
５
３
億
１
千
万
円
、
対
前
年
度
比

４・
０
％
増
と
、
７
年
ぶ
り
に
５
，

０
０
０
億
円
台
に
乗
る
積
極
予
算
と
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
高
島
市
の
平
成
26

年
度
当
初
予
算
は
、
私
に
と
っ
て
初
め

て
の
本
格
的
な
予
算
編
成
と
な
り
ま
し

た
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
の
数
々
の

貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ

き
、
各
部
局
と
の
政
策
議
論
を
重
ね
な

が
ら
、
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
構
築
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 平

成
26
年
２
月
26
日
開
会
の
高
島
市
議
会
３
月
定

例
会
の
開
会
に
伴
い
、
福
井
市
長
が
示
し
た
施
政

方
針
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
政
方
針

平成
26
年度

　

平
成
16
年
に
策
定
さ
れ
た
「
新
市
建

設
計
画
」
で
は
、
平
成
26
年
の
将
来
人

口
を
５
６
，
７
０
０
人
と
想
定
し
、
基

本
方
針
や
公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
を

検
討
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
26
年
１
月

末
の
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
は

５
２
，
０
５
１
人
と
既
に
大
き
く
乖か
い
り離

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
の
市
内
の
出
生
数

は
４
０
５
人
で
し
た
が
、
平
成
24
年
に

は
３
０
７
人
と
、
１
０
０
人
近
く
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
65
歳
以
上
の
方
が
人
口
に

占
め
る
割
合
を
示
し
た
高
齢
化
率
に
つ

い
て
も
、平
成
17
年
に
25
・１
％
で
あ
っ

た
も
の
が
、
本
年
１
月
末
で
29
・
５
％

と
い
う
現
状
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、「
高
島
の
未

来
を
し
っ
か
り
見
据
え
、
私
た
ち
の
子

ど
も
や
孫
に
、
誇
り
を
持
っ
て
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
る
高
島
市
を
築
く
こ
と

が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
使
命
で
あ

る
。」
と
い
う
こ
と
を
信
念
と
し
て
、

将
来
に
つ
け
を
残
す
こ
と
が
な
い
よ

う
、
見
直
す
べ
き
も
の
は
勇
気
を
持
っ

て
見
直
す
こ
と
が
必
要
と
い
う
思
い
を

強
く
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

両
課
題
に
つ
い
て
は
、
庁
内
職
員
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、
今
後

の
財
政
状
況
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
の
課
題
の
洗
い
出
し
や
分

析
、
検
討
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
11
月
に
は
市
本
庁
舎
・
支

所
整
備
方
針
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

整
備
方
針
案
を
取
り
ま
と
め
、
市
議
会

に
ご
報
告
し
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
各

地
域
審
議
会
委
員
、
地
元
関
係
者
の
皆

様
等
々
、
本
当
に
多
く
の
方
々
か
ら
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
市
役
所
本
庁
舎
・
支
所

整
備
方
針
に
つ
い
て
は
、「
合
併
協
定

内
容
を
守
る
べ
き
」、「
条
例
内
容
と
不

整
合
」、「
議
論
が
拙
速
」
と
い
っ
た
ご

意
見
の
ほ
か
、「
財
政
状
況
を
踏
ま
え

て
方
針
ど
お
り
現
新
旭
庁
舎
を
活
用
す

べ
き
」、「
昨
年
の
選
挙
で
民
意
は
明

確
」、
ま
た
、「
支
所
機
能
の
充
実
が
む

し
ろ
必
要
」
と
い
っ
た
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
中
で
、
私
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
合
併
特
例
債
の
発

行
期
限
を
見
据
え
な
が
ら
、
ま
ず
は
市

政
の
混
乱
を
避
け
る
必
要
性
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
総
合
的
に
勘
案

し
、
新
年
度
予
算
へ
の
必
要
経
費
の
計

上
を
見
送
る
判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
現
行
の
新
市
建
設
計
画
の

期
限
と
合
併
特
例
法
の
５
年
延
長
期
限

と
の
整
合
性
を
平
成
26
年
度
中
に
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
時
間
的
猶

予
が
な
い
こ
と
か
ら
、
改
め
て
、
関
係

平
成
26
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て

市
役
所
本
庁
舎
・
支
所
整
備
方
針
、

今
津
地
域
市
有
地
活
用
方
針

は
じ
め
に

子や孫に、誇りを持って
引き継ぐことができる
高島市を築く

平成

年度
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議
案
の
審
議
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
中
小
企
業
の
振
興
と
地
場
産
業
の
育

成
の
た
め
、
設
備
投
資
・
雇
用
促
進
・

労
働
環
境
整
備
に
対
す
る
支
援
を
継
続

し
、
雇
用
促
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
高
島
産
農
作
物
の
販
路
拡
大
の
た

め
、
引
き
続
き
「
生
産
、
認
証・Ｐ
Ｒ
、

流
通
・
販
売
」
ま
で
を
有
機
的
に
関
連

さ
せ
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

●
学
校
給
食
へ
の
地
元
野
菜
の
供
給
を

促
進
す
る
た
め
、
食
育
農
園
の
取
り
組

み
や
生
産
供
給
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を

支
援
し
、
地
場
産
野
菜
の
使
用
量
を
、

現
況
の
20
％
か
ら
、
平
成
28
年
度
に
は

40
％
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

●
高
島
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

を
、「
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
」、「
公
民

館
」、「
図
書
館
」
の
３
つ
の
機
能
を
持

ち
合
わ
せ
た
施
設
と
し
て
整
備
し
ま

す
。

●
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
、
今
後
の

観
光
振
興
の
方
向
性
を
見
極
め
な
が

ら
、
観
光
施
設
の
計
画
的
改
修
や
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
と
も
に
、
あ
り
方
の
検

●
包
括
的
診
療
報
酬
支
払
い
方
式
（
Ｄ

Ｐ
Ｃ
方
式
）の
導
入
に
向
け
、診
療
デ
ー

タ
や
他
病
院
と
の
比
較
検
証
を
元
に
、

経
営
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
第
１
種
へ
き
地
診
療
所
と
し
て
地
域

医
療
を
担
っ
て
き
た
「
高
島
市
国
民
健

康
保
険
朽
木
診
療
所
」
の
新
築
移
転
を

契
機
と
し
て
、
地
域
医
療
の
一
層
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

●
財
政
状
況
が
厳
し
い
保
険
財
政
に
お

い
て
、
当
市
の
保
険
税
は
県
内
13
市
で

最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
、
広
域
化
を
見
据
え
た
検
討
を
始
め

ま
す
。

●
地
域
の
日
常
生
活
の
中
で
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
子
ど
も
等
、
支
援
を

必
要
と
す
る
人
を
見
守
る
「
高
島
市
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
に
取
り
組

み
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
障
が
い
を
持
つ
方
の
暮
ら
し
を
支
援

す
る
た
め
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
建
設
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
組
織
も
含
め
た
見
直

し
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
「
全
国
発
酵
食
品
サ
ミ
ッ
ト
」
を
一

過
性
の
イ
ベ
ン
ト
と
せ
ず
、
高
島
市
の

発
酵
食
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
さ
ら
に

全
国
へ
発
信
し
ま
す
。

●
全
国
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

高
島
ト
レ
イ
ル
に
つ
い
て
、
そ
の
魅
力

を
さ
ら
に
全
国
に
発
信
で
き
る
よ
う
、

話
題
性
あ
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

ま
す
。

討
等
を
進
め
ま
す
。

●
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定

や
、
台
風
18
号
被
害
等
の
検
証
作
業
、

ま
た
原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
広
域
避

難
計
画
な
ど
、
県
の
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
や
、
国
の
災
害
対
策
基
本
法
の

改
正
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ら
と
整
合
性

が
図
れ
る
よ
う
、「
高
島
市
地
域
防
災

計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
消
防
本
部
に
お
け
る
災
害
対
応
力
の

強
化
の
た
め
、
通
信
連
絡
体
制
の
迅
速

な
処
理
を
図
る
こ
と
で
、
消
防
指
令
シ

ス
テ
ム
の
高
機
能
化
を
図
り
ま
す
。

●
市
内
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の

快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

必
要
な
大
規
模
改
造
事
業
と
と
も
に
、

エ
ア
コ
ン
整
備
、ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
、

引
き
続
き
進
め
ま
す
。

●
子
ど
も
の
発
達
段
階
や
教
育
課
題
に

応
じ
て
、
一
貫
性
あ
る
学
習
指
導
、
生

徒
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
確
か
な
学
力

と
豊
か
な
人
間
性
、
た
く
ま
し
い
心
身

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、「
高
島
市

小
中
一
貫
教
育
基
本
方
針
」
に
基
づ
い

た
小
中
一
貫
教
育
を
、
市
内
全
域
で
本

格
的
に
実
施
し
ま
す
。

●
少
子
化
の
現
状
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境
を
実
現
す

る
た
め
、「
高
島
市
学
校
規
模
適
正
化

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
マ
キ
ノ
北
小

学
校
、
今
津
西
小
学
校
、
広
瀬
小
学
校

の
３
校
に
つ
い
て
、
目
標
年
次
の
統
合

に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
る
と
と
も

に
、
マ
キ
ノ
地
域
４
小
学
校
の
１
校
化

に
向
け
た
検
討
を
始
め
ま
す
。

●
教
育
委
員
会
と
各
小
中
学
校
に
よ
る

「
い
じ
め
対
策
指
針
」、
保
護
者
の
方
々

と
の
連
携
に
よ
る
「
ス
ト
ッ
プ
い
じ
め

行
動
計
画
」
に
加
え
、
昨
年
施
行
さ
れ

た
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
を
踏

ま
え
て
、
福
祉
部
門
と
教
育
委
員
会
が

●
住
宅
や
事
業
所
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し

ま
す
。

●
土
地
改
良
区
が
実
施
す
る
、
農
業
水

利
施
設
を
活
か
し
た
小
水
力
発
電
の
事

業
化
や
、
太
陽
光
発
電
の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
高
島
市
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
策
定
し

ま
す
。

●
地
域
の
方
々
と
協
働
し
、
重
要
文
化

的
景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
も
、
大
溝
城
周
辺
の
水

辺
景
観
に
つ
い
て
、
本
年
７
月
に
、
国

に
対
し
て
、
重
要
文
化
的
景
観
選
定
の

申
請
を
行
な
う
予
定
で
す
。

●
昨
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
小
学

生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
入
院
費
の
無
料

化
を
さ
ら
に
拡
充
し
、本
年
10
月
か
ら
、

通
院
に
係
る
医
療
費
に
つ
い
て
も
無
料

化
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま

す
。

●
青
柳
学
区
内
に
、
学
童
保
育
を
１
か

所
増
設
し
、
小
学
生
に
授
業
終
了
後
の

適
切
な
遊
び
と
生
活
の
場
を
提
供
し
ま

す
。

●
平
成
27
年
度
か
ら
の
「
新
し
い
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
制
度
」
の
実
施
に
向

け
、
地
域
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
分
析

し
、
将
来
を
見
据
え
た
「
高
島
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。

医
療
・
福
祉
・
介
護

産
業
・
観
光
振
興

防
災
・
環
境

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

子
育
て
支
援
・
女
性

平成 26 年度　施政方針
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平
成
17
年
１
月
、
湖
岸
で
一
斉
に
水
柱

を
立
て
た
出
初
式
で
、
合
併
し
た
高
島
市

の
名
の
も
と
に
再
編
さ
れ
た
消
防
団
が
始

動
し
ま
し
た
。他
に
も
多
く
の
組
織
等
が
、

合
併
と
と
も
に
再
編
さ
れ
、
市
を
支
え
る

自
治
の
礎
と
し
て
機
能
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
地
域
力
を
試
す
か
の
よ
う

に
、
平
成
18
年
の
冬
は
豪
雪
が
本
市
を
襲

い
ま
し
た
。
積
雪
が
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
集
落
も
あ
り
、
朽
木
で
土
砂
崩
れ
、
各

地
で
家
屋
倒
壊
の
被
害
が
発
生
す
る
な
ど

の
事
態
に
、
市
で
は
雪
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
官
民
協
力
し
て
こ
の
対
応
に
あ
た

り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
９
月
に
は
吹
田
市
と
、
平
成

18
年
４
月
に
は
守
口
市
と
、
そ
れ
ぞ
れ
旧

町
時
代
の
ご
縁
を
市
全
体
の
つ
な
が
り
に

発
展
さ
せ
る
た
め
、
災
害
応
援
協
定
等
を

締
結
す
る
と
と
も
に
、
平
成
17
年
11
月
の

建
設
業
協
会
高
島
支
部
と
の
災
害
応
援
協

定
を
含
め
、
自
治
体
機
能
を
補
完
す
る
つ

な
が
り
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
悲
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し

た
。
平
成
18
年
７
月
に
、
２
歳
の
幼
児
が

保
護
者
の
虐
待
に
よ
り
死
亡
す
る
と
い
う

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
地
域
ぐ
る
み
で
児
童
を
保
護
す
る
仕

組
み
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
５
月
に
高
島
市
誕
生
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
、記
念
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

本
市
に
あ
る
人
と
自
然
の
関
わ
り
の
中
で

つ
く
り
出
さ
れ
て
き
た
独
特
の
文
化
や
景

観
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
必
要
性
が
説
か

れ
ま
し
た
。
平
成
18
年
２
月
の
美
の
里
づ

く
り
コ
ン
ク
ー
ル
農
村
振
興
局
長
賞
（
針

江
区
）
受
賞
や
同
年
８
月
の
快
水
浴
場
百

選
（
マ
キ
ノ
サ
ニ
ー
ビ
ー
チ
）
選
定
な
ど

は
、
地
域
資
源
を
守
り
育
て
る
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
２
月
に
始
動
し
た
大

家
友
和
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
高
島
の
活

動
は
、
野
球
で
プ
ロ
を
目
指
す
若
者
の
夢

実
現
の
舞
台
と
し
て
の
高
島
の
可
能
性
を

大
い
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。
平
成

18
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
「
藤

樹
の
里
あ
ど
が
わ
」
は
、
今
や
近
畿
の
道

の
駅
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
売
り
上
げ
を

誇
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
高

島
の
産
品
等
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　１月８日から２月 28 日までの約２か月間、高島市制 10 周年記
念事業のキャッチフレーズおよびロゴマークの募集を行いました。
おかげさまでキャッチフレーズ３４８点、ロゴマーク１０９点もの
ご応募をいただきました。高島市制 10 周年記念事業推進委員会委
員による厳正なる選考の結果、最優秀賞を次のとおり決定しました。
　キャッチフレーズとロゴマークは、市が主催する市制 10 周年記
念事業のほか、市民団体等の連携事業などに広く活用していきます。

企画広報課　 （25）8114未来へつなぐ　人と自然のまちづくり

市が鮮やかな大輪の花を咲かせたイ
メージで市制 10 周年の成長と今後
の発展を表しています。

人と自然の素晴らしいまちづくりを未来につなぐこと
を表しています。

平成 17 年１月１日に
行われた高島市開市式

《制作者》斎藤　洋士さん（千葉県茂原市）
《制作者》小島　力さん（大阪府大阪市）

平
成
17
年
～
18
年
編

地
域
資
源
に
光
を

合
併
後
の
歩
み
出
し

　１月８日から２月 28 日までの約２か月間、高島市制 10 周年記

未来 なぐぐ 人人 自然 ままちち り

市制 10 周年 記念事業の

キャッチ・ロゴ が 決 定！

ばばば
高 島

10周年

『未来へつなぐ
　人と自然のまちづくり』

● ロゴマーク

●  キャッチフレーズ
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●
国
道
１
６
１
号
・
３
０
３
号
・

３
６
７
号
、
加
え
て
主
要
な
県
道
は
、

市
民
生
活
や
産
業
・
観
光
振
興
な
ど
地

域
経
済
を
支
え
る
と
と
も
に
、
万
が
一

の
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
や
花
折
断
層
の

地
震
発
生
時
に
は
、
緊
急
避
難
、
緊
急

輸
送
道
路
と
し
て
、
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
道
で
あ
り
、
そ
の
早
期
整

●
昨
年
か
ら
の
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

職
員
の
不
祥
事
や
不
適
正
な
事
務
処
理

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
の
信
頼
を
失

墜
さ
せ
て
し
ま
う
結
果
と
な
り
、
改
め

て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

●
こ
う
し
た
中
、
管
理
職
を
は
じ
め
と

す
る
職
員
の
説
明
能
力
向
上
や
若
手
職

員
育
成
に
取
り
組
む
た
め
、
主
査
級
、

主
任
級
、
参
事
級
の
職
員
に
よ
る
政
策

研
修
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
予
算
査
定

や
政
策
調
整
会
議
等
へ
の
参
加
を
求

め
、
政
策
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
直
接
体

験
す
る
と
い
っ
た
研
修
を
私
自
ら
の
指

示
で
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
上
、
平
成
26
年
度
の
市
政
運
営
方

針
に
つ
い
て
、
今
期
定
例
会
へ
の
提
案

議
案
等
の
内
容
を
踏
ま
え
、
そ
の
概
要

の
一
部
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

今
回
、
議
会
で
の
ご
意
見
や
執
行
体

制
も
考
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
組
織
の

見
直
し
も
ご
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

新
体
制
で
、
職
員
の
意
識
改
革
と
と

も
に
、
組
織
力
が
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
職
員
と
も
ど
も
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で

す
。

　

高
島
の
未
来
を
し
っ
か
り
見
据
え
な

が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
を
守
り
、

次
世
代
へ
誇
り
を
持
っ
て
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
で
き
る
確
か
な
高
島
市
を

目
指
し
、
将
来
に
悔
い
の
な
い
市
政
運

営
に
改
め
て
全
力
を
尽
く
す
決
意
で

す
。

●
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
で
、
市
制
施

行
10
周
年
記
念
事
業
を
進
め
る
た
め
、

市
民
団
体
に
よ
る
「
市
制
10
周
年
記
念

事
業
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
次
世

代
に
つ
な
が
る
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
よ
う
な
実
り
あ
る
事
業
を
展
開
し
ま

す
。

●
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
開
通
40
周
年
記
念
事
業

と
合
わ
せ
た
催
し
や
、
秋
に
予
定
の
式

典
を
は
じ
め
、
市
の
花
、
木
、
鳥
を
制

定
し
、
市
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
り
ま

す
。

備
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
特
に
国
道

１
６
１
号
小
松
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
大

津
市
と
の
連
携
を
深
め
、
国
や
県
に
対

し
、
早
期
整
備
を
引
き
続
き
強
く
要
請

し
ま
す
。 

●
市
道
整
備
に
お
い
て
も
、
道
路
整
備

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
点
検
、
見
直
し
に
基
づ

き
、
緊
急
度
、
優
先
度
等
を
考
慮
し
、

と
り
わ
け
橋
梁
長
寿
命
化
事
業
に
つ
い

て
も
、
計
画
的
に
整
備
を
図
り
ま
す
。

●
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
新
旭
駅
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
に
向
け
た
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
水
道
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
人
口
減
少
に
と
も
な
う
水
需
要

減
少
を
踏
ま
え
、
設
備
の
効
率
的
な
更

新
を
図
り
、
必
要
給
水
量
を
確
保
し
ま

す
。

●
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

営
企
業
会
計
へ
の
移
行
手
続
き
を
進
め

る
と
と
も
に
、
農
業
集
落
排
水
施
設
等

を
計
画
的
に
公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る

こ
と
で
、効
率
的
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

※福井市長の「施政方針」
の全文については、市ホー
ム ペ ー ジ「web 市 長 室 」
からご覧になれます。

職
員
の
育
成

一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
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一時
利
用
有
料
化
工
事
を

実
施
し
ま
す

　

本
年
度
、
新
旭
駅
、
安
曇
川
駅
お
よ

び
近
江
高
島
駅
前
市
営
駐
車
場
で一時

利
用
有
料
化
工
事
を
進
め
ま
す
。
工
事

の
実
施
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
ま

り
次
第
、
広
報
た
か
し
ま
や
防
災
行
政

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

保
険
年
金
課
　（
２
５
）８
１
３
７

　

朽
木
診
療
所
　（
３
８
）２
０
７
１

　

老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
25
年
10
月
か

ら
新
築
工
事
を
行
っ
て
き
た
朽
木
診
療

所
が
完
成
し
、
５
月
１
日
か
ら
診
察
を

開
始
し
ま
す
。

　

新
診
療
所
は
、
高
島
市
内
産
の
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し
た

木
の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
木
造
平
屋

建
で
、
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
や
感
染
性
患
者
の
診
察
も
考
慮
し
て

診
察
室
を
２
室
設
け
、
処
置
室
・
検
査

室
を
別
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

現
診
療
所
か
ら
新
診
療
所
へ
の
移
転

作
業
を
４
月
25
日
（
金
）
午
後
か
ら
４

月
30
日
（
水
）
ま
で
行
い
ま
す
の
で
、

休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

移
転
作
業
の
た
め

休
診
し
ま
す

● 完成内覧会開催
　日時　４月 12 日 ㊏　10 時～ 16 時

● 今後の予定

市
営
駐
車
場
の
利
用
形
態
が

変
わ
り
ま
す
！

朽
木
診
療
所
が
完
成
！

５
月
１
日
か
ら
診
察
を
開
始
し
ま
す
！

４月 12 日 ㊏ 【新診療所】完成内覧会
４月 25 日 ㊎ 【旧診療所】午後休診
４月 28 日 ㊊ 【旧診療所】休　診
４月 29 日 ㊋ 祝　日
４月 30 日 ㊌ 【旧診療所】休　診
５月   １日 ㊍ 【新診療所】診察開始

県道

新朽木診療所
保健センター

旧朽木診療所

高島市役所
朽木支所

北川水源地域振興事務所
国
道
３
６
７
号

至　グリーンパーク
　　想い出の森

月
極
有
料
駐
車
場
利
用
者

募
集
中
！

　

近
江
今
津
駅
前
と
安
曇
川
駅
前
に
月

極
有
料
駐
車
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

通
勤
・
通
学
な
ど
で
Ｊ
Ｒ
を
利
用
さ
れ

る
方
に
便
利
な
駐
車
場
で
す
。
利
用
料

金
は
、
１
区
画
あ
た
り
３
，
０
０
０
円

／
月
で
す
。
利
用
申
し
込
み
は
、
交
通

対
策
課
、
市
民
課
、
各
支
所
お
よ
び

新
旭
振
興
室
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

一時
利
用
有
料
駐
車
場
が

便
利
で
す
！

　
Ｊ
Ｒ
で
お
出
か
け
の
際
は
、一時
利
用

有
料
駐
車
場
が
便
利
で
す
。
現
在
、
近

江
今
津
駅
前
と
安
曇
川
駅
前
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
利
用
料
金
は
、
１
回
あ
た

り
24
時
間
ま
で
３
０
０
円
で
、
そ
れ
を

超
え
る
と
24
時
間
ご
と
に
３
０
０
円
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

交
通
対
策
課

　（
２
２
）０
０
５
８

故　

 

川 

光
男
さ
ん

に
叙
勲

　

元
今
津
町
議
会
議
員　

故　

川　

光
男
さ
ん
の
生
前
の
地
方
自
治
振
興
の

功
績
に
対
し
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ

れ
、
滋
賀
県
総
務
部
管
理
監
か
ら
ご
家

族
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
課　

　
（
２
５
）８
０
０
０

　マキノ南西部線は、定時乗合タクシーとして運行して
きましたが、便数が少ないこともありご利用が極端に
少ないことから、予約乗合タクシーに変更し、近江今
津駅まで運行区域を広げ、便数を増やして運行します。

○運行便数を、１日４便から 12 便に増やします
○新たに経由するバス停　マキノ駅・南新保口
　・北浜（平和堂前）・近江今津駅
○マキノ北西部線や国境線、マキノ高原線から、マ

キノ駅での乗り継ぎにより、近江今津駅までの利
用が可能となります

○予約乗合タクシーは、予約があると時刻表どおり
運行します

　利用される方は、各便始発時刻の30分前までに、近江タクシー
（電話２２-０１０６）へ予約してください。
　マキノ駅で乗り継ぐ場合も、事前に予約が必要です。

マキノ南西部線は予約乗合タクシーに変わり、
マキノ駅や近江今津駅まで運行します！

　運行ルート見直しやＪＲ湖西線のダイヤ改正に合わせて、コミュニティバ
ス・乗合タクシーの運行を４月１日から変更します。

バス交通  ４月１日 改正！
ますます便利になります！

今津総合運動公園線の
経由バス停を一部変更します

　マキノ南西部線で、マキノ駅や近江今津駅まで行け
るようになることから、総合運動公園線の近江中庄駅
バス停の経由を廃止します。
　また、一部ダイヤで経由バス停を変更します。

５月１日から、市営バスが
「朽木診療所」に乗り入れします

　５月から開設される朽木診療所にバス
停留所を新設します。バス停は診療所の
敷地内にあり通院がより便利になります。　
路線バス朽木線からは乗り継ぎで、朽木
診療所バス停まで利用できます。

時刻表を配布します

　地域別時刻表は、各ご家庭に配布する
ほか、市役所市民課・各支所 ( 新旭振興
室を含む )・交通対策課、市内の各観光
案内所で、お受け取りいただけます。また、
高島市ホームページからもダウンロードし
ていただけます。
　予約乗合タクシーの予約方法など詳し
くは、交通対策課までおたずねください。

交通対策課　 （22）0058
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読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
人
生
を
よ
り

深
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
上
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
子

ど
も
の
読
書
活
動
は
地
域
社
会
全
体
で
推

進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

各
ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
と
一

緒
に
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
図
書
館
へ
出
か

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
た
ち
が
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
場
所

に
お
い
て
、
自
主
的
に
読
書
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
高
島
市
教
育
委
員
会
で
は
「
子

ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
よ
り
、
市

内
図
書
館
、
各
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
園
、
行
政
、
民
間
団
体
が
連
携
し
た
取

り
組
み
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

▲特定のテーマに沿って複数の本を組み合
わせ、あらすじや著者などを交えて紹介す
るブックトーク

読
書
の
ま
ち
高
島
　～
本
の
楽
し
み
を
す
べ
て
の
子
ど
も
に
～

社
会
教
育
課

　
（
３
２
）４
４
５
７

４
月
23
日
は 『
子
ど
も
読
書
の
日
』

　
５
月
12
日
ま
で
は 『
こ
ど
も
の
読
書
週
間
』

忙
し
い
毎
日
の
中
で
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
し
つ
け
に
戸

惑
っ
た
り
息
が
詰
ま
っ
た
り
、
一
人
で
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
っ
て
あ
り
ま
せ
ん

か
？　

そ
ん
な
時
、
近
く
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
人
が
い
た
ら
…
。

平
成
26
年
４
月
か
ら
そ
ん
な
パ
パ
や
マ
マ
を
応
援
す
る「
ひ
ろ
ば
パ
ラ
ソ
ル
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

● 

開
催
日　

毎
月
第
２
水
曜
日
、
第
４
土
曜
日

● 

時　
間　
10
時
～
14
時

● 

場　
所　

平
和
堂
今
津
店
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
リ
プ
ル
内

● 

参
加
費　

無
料

　

ひ
ろ
ば
で
は
、
子
育
て
に
関
す
る

相
談
を
お
聴
き
し
た
り
、
親
子
で
参

加
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
地

域
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
都
度
自
由
遊
び
、
手

作
り
教
室
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

※
開
催
日
が
変
更
す
る
場
合
は
、
広

報
誌
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

社
会
教
育
課

　
（
３
２
）４
４
５
７

「
ひ
ろ
ば
パ
ラ
ソ
ル
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

  
～
高
島
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
パ
ラ
ソ
ル
」
～

し
て
い
ま
す
。

後期高齢者医療制度の被保険者の皆さんへ

《  所得の低い方の軽減  》

《  職場の健康保険などの被扶養者であった方の軽減  》

○世帯主と被保険者全員の所得が一定以下の方は、世帯の所得水準に合わせて、均等割額が
「９割・８．５割・５割・２割」　のいずれかの割合で軽減されます。　

○基礎控除後の総所得金額等が 58 万円以下の方は、所得割額が５割軽減されます。

○資格を得た日の前日に、職場の健康保険などの被扶養者であった方は、均等割額が９割軽
減され、所得割額は免除されます。

○均等割額が 2 割軽減される方
　被保険者とその世帯の世帯主の総所得金額等が、次の計算式を超えない方
　　≪改正前≫「基礎控除額（33 万円）」＋「35 万円×世帯の被保険者数」
　　≪改正後≫「基礎控除額（33 万円）」＋「45 万円×世帯の被保険者数」
○均等割額が 5 割軽減される方
　被保険者とその世帯の世帯主の総所得金額等が、次の計算式を超えない方
　　≪改正前≫「基礎控除額（33 万円）」＋「24.5 万円×世帯の被保険者数（被保険者で

ある世帯主を除く）」
　　≪改正後≫「基礎控除額（33 万円）」＋「24.5 万円×世帯の被保険者数」

　平成 26 年４・６・８月に仮徴収される保険料額は、平成 26 年２月と同額です。そのため、
仮徴収額通知書は発送しませんので、ご理解とご協力をお願いします。

　 保険年金課　 （25）8137　　滋賀県後期高齢者医療広域連合　 077（522）3013

滋賀県後期高齢者医療広域連合のホームページで保険料額の試算ができます。

※「所得割額」の計算方法 ･･･ 総所得金額等から基礎控除の 33 万円を差し引いた金額×上記の割合

●平成 26・27 年度の保険料率（年額）

　高齢化の進展や医療の高度化などにより、滋賀県の医療費は年々増加しています。
医療費に見合う保険料収入を確保し、制度の健全な運営を維持するため、平成 26 年
４月１日から保険料率を改定します。ご理解いただきますようお願いします。

後期高齢者医療制度の 保険料率 を 改定します

区　　分 保険料率
改定前（平成 24・25 年度） 改定後（平成 26・27 年度）

被保険者均等割額 ４１，７０４円 ４４，８８６円
所得割率　※ ８．１２％ ８．７３％

年間保険料の上限額 ５５万円 ５７万円

保険料が軽減される場合

保険料均等割額の軽減範囲が拡大されます

おひとりごとの新しい保険料の額は、７月に郵便でお知らせします

年金から保険料をお支払いいただいている方は・・・

平成 26・27 年度の

11 2014. ４月号
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市
民
税
非
課
税
世
帯
で
要
介
護

　

４
、５
相
当
の
方

　
　
　
　
　
　

月
額
５
，
０
０
０
円
分

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
❶
以
外
の
方

　
　
　
　
　
　

月
額
３
，
０
０
０
円
分

　

市
民
税
課
税
世
帯
の
方

　
　
　
　
　
　

月
額
１
，
０
０
０
円
分

　
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
心
身
の
障
が

い
の
た
め
介
護
用
品
を
在
宅
で
使
用
し
て

い
る
方
に
、
介
護
用
品
の
購
入
に
使
え
る

助
成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

介
護
用
品
の

助
成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す

助
成
券
の
交
付
額

紙
お
む
つ
、
尿
と
り
パ
ッ
ト
、

清
拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
、

お
し
り
拭
き
、
介
護
シ
ー
ツ
、

使
い
捨
て
手
袋
、

リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

　

民
生
委
員
、
市
保
健
師
ま
た
は
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
で
申
請
書
の
所
定
欄

に
確
認
を
受
け
、
長
寿
介
護
課
、
障

が
い
福
祉
課
ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

（
朽
木
地
域
は
朽
木
支
所
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

助
成
券
で

購
入
で
き
る
介
護
用
品

※
助
成
券
は
、
市
内
の
協
力
店
で
の
み

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

❶
❷
❸
に
該
当
す
る
方･･･

　

長
寿
介
護
課

　（
２
５
）８
０
２
９

　

❹
❺
❻
に
該
当
す
る
方･･･

　

障
が
い
福
祉
課

　
（
２
５
）８
５
１
６

申
請
方
法

　
介
護
用
品
使
用
者
本
人
が
20
歳
未
満
の
方

　
　
　
　
　
　

月
額
５
，
０
０
０
円

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
❹
以
外
の
方

　
　
　
　
　
　

月
額
３
，
０
０
０
円
分

　

市
民
税
課
税
世
帯
で
❹
以
外
の
方

　
　
　
　
　
　

月
額
１
，
０
０
０
円
分

60
歳
以
上
の
方
ま
た
は

　
　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
の
場
合

１２３４５６ ❶
～
❸
以
外
で
、
障
害
者
手
帳
の

　
　

交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
場
合

60 歳以上
または
介護認定の
ある方

上記以外で
障害者手帳の
交付を受けて
いる方等

市民税が
非課税世帯

市民税が
課税世帯

20 歳未満
の方

20 歳以上
の方

介護認定が
要介護４・５

介護認定が
要介護４・５
以外

市民税が
非課税世帯

市民税が
課税世帯

月額
５，０００  円分

月額
５，０００  円分

月額
３，０００  円分

月額
３，０００  円分

月額
１，０００  円分

月額
１，０００  円分

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
市
民
税
が
非
課

税
の
世
帯
の
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方

　
市
で
は
、
介
護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
る
方
や
75
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
、
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
の
外
出
を
支
援

す
る
た
め
に
、
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
助
成
券
や
ガ
ソ

リ
ン
助
成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

《
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
助
成
券
》

　

○
対
象
者
の
う
ち
①
、
④
の
方

　
　
　
　
　
　

月
額
２
，
０
０
０
円
分

　

○
対
象
者
の
う
ち
②
、
③
、
⑤
の
方

　
　
　
　
　
　

月
額
１
，
５
０
０
円
分

《
ガ
ソ
リ
ン
利
用
助
成
券
》

　

○
対
象
者
の
う
ち
④
の
方　

　
　
　
　
　
　

月
額
１
，
０
０
０
円
分

　

○
対
象
者
の
う
ち
⑤
の
方　

　
　
　
　
　
　

月
額　
　

７
５
０
円
分

※
④
、
⑤
の
方
は
「
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用

助
成
券
」
か
「
ガ
ソ
リ
ン
助
成
券
」
の
ど
ち

ら
か
を
選
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

長
寿
介
護
課
、
障
が
い
福
祉
課
ま
た

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
（
朽
木
地
域
は
朽

木
支
所
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
、
手
帳
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者

　
75
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

　
70
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯
ま
た
は

こ
れ
に
準
じ
る
世
帯
で
生
活
す
る
75

歳
以
上
の
方

　
▼
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
の
う
ち
肢
体

不
自
由
１
級
・
２
級
、
視
覚
障
害
１
級
・

２
級
、
呼
吸
器
機
能
障
害
１
級
の
方

　
▼
療
育
手
帳
所
持
者
の
う
ち
Ａ
１
・

Ａ
２
判
定
の
方

　
▼
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
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方
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）
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由
３
級
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方

　
▼
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者
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持
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１
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・
２
級
の
方

対
象
者

助
成
額

１２３４５

申
請
方
法

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
、

ガ
ソ
リ
ン
の
助
成
券
を

交
付
し
て
い
ま
す

①
②
③
に
該
当
す
る
方･･･

　

長
寿
介
護
課

　（
２
５
）８
０
２
９

　

④
⑤
に
該
当
す
る
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障
が
い
福
祉
課

　（
２
５
）８
５
１
６

① の方

② の方

③ の方

④ の方

⑤ の方

上記以外の方

課　
税　
状　
況

市
民
税
が
非
課
税
世
帯

市民税が課税世帯

月額２，０００  円分
タクシー・バス利用助成券

月額１，５００  円分
タクシー・バス利用助成券

月額１，５００  円分
タクシー・バス利用助成券

月額２，０００  円分
タクシー・バス利用助成券

月額１，５００  円分
タクシー・バス利用助成券

月額１，０００  円分
がソリン利用助成券

月額　  ７５０  円分
ガソリン利用助成券

対象ではありません

選
択

選
択
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高
島
市
消
防
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新
団
長
が

就
任 
さ
れ
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　

宮
野  

正
博

　

高
島
市
消
防
団
の
井
川
正
一
前
団
長
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
宮
野
正
博
団
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
野
団
長
は
昭
和
58
年
１
月
に
旧
高
島
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
以
後

班
長
、
部
長
、
分
団
長
を
経
て
、
平
成
21
年
１
月
か
ら
は
高
島
市
消
防
団

副
団
長
と
し
て
地
域
の
防
災
活
動
全
般
に
尽
力
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　このたび、市長より高島市消防団の団長を拝命しました
宮野正博です。どうかよろしくお願い申し上げます。
　さて、全国各地では、台風、竜巻、局地的集中豪雨等
による災害が後を絶たず、甚大な被害をもたらしていま
す。わが高島市でも、昨年６月のマキノ町在原地区での
大火災をはじめ、９月には台風 18 号により甚大な被害を
受けました。今後、懸念される琵琶湖西岸断層帯による
地震や南海・東南海地震、また局地的集中豪雨などから
市民の生命や財産を守っていくためには、消防団の力が
必要です。そのためには市民のご理解とご協力が不可欠
となります。また、消防団員が働く勤務先の皆様、さら
には団員のご家族の皆様にも日頃からの消防団活動にご
理解・ご協力を頂き、深く感謝を申し上げますとともに、
引き続きご支援をよろしくお願いいたします。

消防総務課　 （22）5401

宮野　正博
高島市消防団長

マキノ第１分団　國友 　一　分団長　他 48 人
マキノ第２分団　荒木 保秀　分団長　他 46 人

今津第１分団　　足立 兼次　分団長　他 44 人
今津第２分団　　青谷 美弘　分団長　他 33 人

朽木分団　　　　新保 正隆　分団長　他 30 人

安曇川第１分団　平井 勝也　分団長　他 51 人
安曇川第２分団　八木 高夫　分団長　他 30 人

高島第１分団　　川島 清治　分団長　他 61 人
高島第２分団　　林　 弘次　分団長　他 34 人

新旭第１分団　　岸田 公作　分団長　他 53 人
新旭第２分団　　庭川 清治　分団長　他 66 人

　高島市消防団は、昨年のマキノ町在原での大火や台風 18 号による水害での活動をはじめ、現在まで
のさまざまな災害活動・平常時の防災活動などに対し、消防庁長官から竿頭綬を、また京都新聞社から
表彰旗など数々の表彰を受けています。

（総員５２１人）

高島市消防団の組織体制

をご紹介します

災害時には消防団の力が
不可欠！ 引き続きご支援を

（人数は平成 26 年３月１日現在）

宮
野
正
博　
消
防
団
長

土藏　伊左雄   副団長

大 村 　 勇   副団長

上 原  芳 則   副団長

山 崎  正 富   副団長

岡 本  喜 隆   副団長

川 内  和 洋   副団長

女性消防団員　　青谷 正子　班長　他６人

近江今津駅

高島署● 東コミセン● ●平和堂

法務局●
市民会館

●

郵便局
●

●
市役所別館

Aコープ●
●

高島高校
滋賀県高島合同庁舎
●　

●アヤハディオ　　

●ドコモ　　

NOSAI
●　　

ゆめぱれっと高島

　高島市働く女性の家（愛称：ゆめぱれっと高島）では、性別や年
齢を問わず人々が集い、さまざまな活動を通じて交流し、多くの夢
を描き実現していけるような講座やイベントを企画しています。　
　また、男女共同参画社会の実現を目指す中核施設として、啓発や
情報発信を行っています。

今年も開講します

　　ゆめぱれっとチャレンジ支援制度
　市民の方などが趣味や仕事で得た技術を広く提供して講座等を実施
し、自身の力を高めることや起業を促進または支援するための登録制
度です。現在、和太鼓講座や薬膳教室などの講座を支援しています。

　　各種講座・イベント・相談事業
　50 代からのあなたに贈る「おやじ塾」（第２土曜日）、女性の抱え
てきた問題などを学ぶ「女性学講座」（第３土曜日）の連続講座、キャ
リアカウンセラーによる「就労相談」、高島市内で頑張る人が一堂に
集まった「がんばる女の手しごとマルシェ」、交流の場の「ゆめパレッ
トフェスタ」等の事業を展開しています。

　　「介護職員初任者研修」（６月開講予定）
　超高齢社会を迎えた日本において必ず役立つ資格です。介護の知
識を習得したい方、プロのヘルパーとして活躍したいと考えている
方、介護に関する全般的な知識を得ることができ就職にも有利です。

ゆめぱれっと高島は、
あなたのチャレンジを応援します！

高島市働く女性の家（ゆめぱれっと高島）
　高島市今津町今津 1640
　TEL・FAX（２２）５７７５
○開館時間　９時～ 22 時
○休館日　日・月曜日・祝日・12/28 ～ 1/3

多くの皆さんのご利用をお待ちしています

ゆめぱれっと高島は、
あなたのチャレンジを応援します！

マ
キ
ノ
駅
前
に
、
公
益
財
団
法
人
都

市
緑
化
機
構
が
開
発
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
、
誰
も
が
使
い
や
す
い

機
能
性
・
安
全
性
を
備
え
た
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
施
設
や
用

具
の
提
供
を
通
じ
て
、
よ
り
い
っ
そ
う

の
都
市
緑
化
空
間
の
利
用
推
進
を
目
指

す
も
の
で
す
。

滋
賀
県
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会
主
催
の
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成
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滋
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部
）
で
高
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し
、
今
後
も
市
民
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
広
報
誌
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

【駅前ポケットパーク】
　マキノ駅前アミューズメントプラザ
に、子どもからお年寄り、車椅子利用者
までが快適に休憩できるようテーブルベ
ンチセットを整備しました。

都
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受賞した広報たかしま
平成 25 年１月号
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。
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（敬称略）（敬称略）

※各記事の学校や学年は平成 25 年度現在のものを表記しています。

ジャイアント・スラローム
　夏目　正樹（監督）　（安曇川在住）
　廣瀬　航平（立命館大学３年（高島中出身））
　古谷　俊也（高島高校１年）
　坂口　未祐（マキノ中学校３年）

アルペンの部
スノーボード

《一般男子》
　第１位　池田　健（高島）

《一般女子》
　第１位　田中　智寿子（安曇川）

ジャイアントスラローム
《一般男子》
１組（60 歳以上）
　第１位　弦川　　正（今　津）
３組（45 歳以上）
　第１位　吉本　　剛（安曇川）
４組（40 歳以上）
　第１位　今城　克啓（安曇川）
５組（35 歳以上）
　第１位　寺井　成晃（マキノ）
６組（30 歳以上）
　第１位　岡本　 祏輔（マキノ）

《一般女子》
１組（45 歳以上）
　第１位　河原　淳子（マキノ）
２組（30 歳以上）
　第１位　今城　幸子（安曇川）

クロスカントリー
　青谷　正章（監督）（マキノ在住）
　和田　健吾（立命館大学３年（高島中出身））
　平山　喜久（京都産業大学１年（マキノ中出身））
　伊藤　朋一（高島在住）
　白井　優希（安曇川高校１年）
　河原田政吾（高島高校１年）
　齊藤　　颯（安曇川中学校３年）
　川添　誠也（マキノ中学校３年）
　齊藤　彩佳（安曇川中学校３年）
　中原さくら（安曇川高校１年）
　岩佐菜々子（安曇川高校２年）
　山田　瑞季（高島高校１年）

《中学生》
○男子
　第１位　山室　誠（今津中）
○女子
　第１位　河原田　百花（今津中）

《小学生》
○男子
１組（１・２年生）
　第１位　古谷　ルク（今津幼）
２組（３・４年生）
　第１位　古谷　ネモ（今津北）
３組（５・６年生）
　第１位　村田　勇人（今津東）
○女子
１組（１・２年生）
　第１位　今城　真生子（広瀬）
２組（３・４年生）
　第１位　寺井　夏生（マキノ西）
３組（５・６年生）
　第１位　田中　優衣（広瀬）

《オープン》
　第１位　大櫛　咲絵（大阪市１年）

クロスカントリーの部
《一般男子》
１組（60 歳以上）
　第１位　多胡　重孝（安曇川）

《中学生》
○男子
　第１位　竹内　洸哉（今津中）
○女子
　第１位　三宅　満星（安曇川中）

《小学生》
○男子
２組（３・４年生）
　第１位　野崎　豪（マキノ西）
３組（５・６年生）
　第１位　一井　倫太朗（新旭北）
○女子
３組（５・６年生）
　第１位　太田　舞（今津東）

　２月 21 日（金）から 24 日（月）まで、山形県において第 69 回国民体育大会冬季大会スキー競技会（や
まがた樹氷国体）が行われました。高島市内からは選手 14 人、監督２人、計 16 人の方々が参加され
ました。（市民スポーツ課）

　２月 22 日（土）に第９回高島市民体育大会スキー競技会が箱館山スキー場で開催され、総勢１３８人の参
加者によって、熱戦が繰り広げられました。大会の結果は次のとおりです。（高島市体育協会）

第９回高島市民体育大会スキー競技会

スキー　やまがた樹氷国体に出場

（敬称略）

２月 13 日（木）に県庁で行われた表彰式で

　２月７日（金）
に東京都の都市
センターホテル
で第４回地域再
生大賞の表彰式
が行われ、美しい
マキノ・桜守の会
が優秀賞に選ば
れ表彰を受けま
した。
　この地域再生
大賞は、地方新聞
社 45 社と共同通

信社が主催し、地域活性化やまちづくりに取り組む
団体を対象に選定されるものです。
　美しいマキノ・桜守の会は、平成９年の設立以来、
海津大崎の桜並木の保全活動に取り組んでいること
が評価されました。（マキノ支所）

美しいマキノ・桜守の会
地域再生大賞“優秀賞”受賞！

今津銃剣道スポーツ少年団
県民スポーツ賞受賞！

　３月 26 日（水）から 28 日（金）まで三重県で
開催の第 25 回都道府県対抗全日本中学生ソフトテ
ニス大会に滋賀県代表として、村田俊介くん（安曇
川中１年）が参加されました。
　また３月 29 日（土）から 31 日（月）まで千葉
県で開催の第 13 回全国小学生ソフトテニス大会に
滋賀県代表として、安曇川ソフトテニススポーツ少
年団所属の村田由輝くん（安曇小５年）、才川朔眞
くん（安曇小５年）が参加されました。

（市民スポーツ課）

全国ソフトテニス大会
出場決定

　今津銃剣道スポーツ少年団が、滋賀県民スポーツ
賞を受賞されました。これは、平成 25 年度全日本
少年少女武道（銃剣道）錬成大会において、平田秀
幸くん（今津中３年）、小林翼くん（今津中３年）、
小林夏海さん（今津中１年）が出場した団体戦中学
生の部で優勝されたことによるものです。
　また平田くんは個人でも同大会で優勝されてお
り、滋賀県民スポーツ賞を受賞されました。（市民
スポーツ課）

滋賀県スポーツ少年団
優秀指導者賞受賞！

　２月１日（土）に近江八幡市勤労者福祉センター
で滋賀県スポーツ少年団表彰式が行われました。高
島市スポーツ少年団に長年ご尽力いただいている白
井與士則さん（高島・体操）、三矢正明さん（高島・
ミニバスケットボール）、桒原明さん（安曇川・サ
ッカー）、梅村俊樹さん（安曇川・バレーボール）、
森本正則さん（朽木・柔道）が滋賀県スポーツ少年
団優秀指導者賞を受賞されました。

（高島市スポーツ少年団事務局）

才川朔眞くん 村田俊介くん村田由輝くん

平田秀幸くん

森本正則さん 白井與士則さん
桒原明さん三矢正明さん

表彰式にて（梅村さんは欠席）
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ベトナムから高島に
来られたソンさん

　２月 12 日（水）朽木東小学校で国際理解教室が開
催され、ベトナムの出身で、現在、市内に居住されて
いるレー　ソン　チュンさんが講師に招かれました。
　ソンさんは、研修実習生として来訪され、現在、地
元の事業所で働きながら、高島市国際協会が開催して

朽木東小で国際理解教室　開催
ソンさんがベトナムの暮らしや日本での生活を伝える

いる「日本語教室」で熱心に日本語の勉強をされてい
ます。
　この日は、講師として、ベトナムの歴史や暮らしや
近年の工業化の話をはじめ、日本での暮らしなどを紹
介されました。
　子どもたちは、ベトナムでの人々の暮らしを学び、

「大人になったら人を助けられる人になりたい。」、「私
も何かあれば募金したい。ベトナムの発展が楽しみ。」、

「外国のことをもっと調べてみたい。」といった思いや
りにあふれた意見がたくさん出されていました。
　協会では、今後もこのような機会を市内各所で持ち
たいと考えています。（高島市国際協会）

　２月 13 日（木）に、サンポリマー株式会社（本社：兵
庫県朝来市）代表取締役の山本啓二様から、「高島市水と
緑のふるさとづくり基金」（ふるさと納税）に１，０００万
円のご寄附をいただきました。そのご厚意に感謝の意を込
めて、２月 21 日（金）、高島市長から感謝状を贈呈しました。
　サンポリマー株式会社は、創業者が安曇川町田中のご出
身で、そのご縁から創業当時から高島市内にある多くの外
注加工先のご支援があって今日に至っているとのことで、
これまでの高島市に対する感謝の気持ちを会社として伝え
たいとの思いから、今回ご寄附いただくことになりました。
　山本様からは、「高島は豊かな自然があってすばらしい
ところ。若者が住みたいと思えるような環境づくりに努め
てください。」とのメッセージをいただきました。
　本市の元気あふれる地域づくりのため、多額のご寄附を
いただきましたことに、心から感謝申し上げます。（財政課）

サンポリマー（株）様から
ふるさと納税に１，０００万円

　２月 15 日（土）、小学生４年生から６年
生を対象に行う体験活動「よえもん道場」で、
雪上ハイキングを行いました。
　マキノ高原を出発して赤坂山を目指しまし
たが、あいにくの雨と山頂付近での強風雪の
ために中腹の鉄塔までの往復となりました。
　全身びしょ濡れになりながらの雪山ハイキ
ングでしたが、寒い中みんなで励ましあいな
がら登りました。冬山でしか見られない樹氷
が見られたり、尻滑りで下山するなど楽しい
活動となりました。

（高島市青年育成市民会議）

　　　　　　雨雪まじりの
雪上ハイキング！

全身

びしょ濡れ！ 

ベトナムから高島に

名
古
屋
と
東
京

特
産
品
・
観
光
Ｐ
Ｒ
！

で
東
京

観
光
振
興
課
　
（
２
５
）８
０
４
０

日本橋髙島屋

金山総合駅

「第 26 回  琵琶湖
夢街道大近江展」

２/25 ～３/ ３

２/21・22

ＰＲ名
古
屋

　

市
で
は
、
観
光
協
会
、
商
工
会
、
民
間
事
業
者
の

方
と
と
も
に
、
高
島
の
魅
力
や
特
産
品
を
紹
介
し
、

県
外
か
ら
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、名
古
屋
と
東
京
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
高
島
の
認

知
度
向
上
を
図
り
、
観
光
誘
客
に
つ
な
が
る
よ
う
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

　環境省と日本エコツーリズム協会が主催する第９
回エコツーリズム大賞で、57 件の応募の中から、
針江生水の郷委員会が最高賞となる大賞を受賞され
ました。
　同委員会は、家々に湧き出る水と家々の間を流れ
る水路を組み合わせて利用する「川端（かばた）」
を中心に、同地区におけるさまざまな水との関わり
を「針江里山水博物館」として紹介されています。
また、身近な自然環境の保全に対する機会づくりに
も取り組まれています。
　これまで同大賞で、19 年度に特別賞、23 年度
に優秀賞を受賞されています。代表の田中義孝さん
は、「結成 10 年目の節目に大賞を受賞できてうれ
しい」と話されました。（企画広報課）

針江生水の郷委員会
エコツーリズム大賞受賞！

　２月 23 日（日）、安曇川公民館で「１年間をま
とめてみよう !!」と題し第５回子どもの体験活動サ
ポーター養成講座を開催しました。
　公益財団法人　関西テレビ青少年育成事業団　顧
問の畠中彬さんを講師に迎え、「子どもの体験活動
の必要性」と「体験活動の事故予防」について、実
際の事故事例をもとに学習した後、グループに分か
れて安全対策問題について考え、話し合い、発表を
しました。
　参加者からは「指導者を目指しているので適切な
行動を取れるようにしていきたい」などの声が出る
など、熱心に受講されていました。
　高島市体験活動サポーターバンクでは、子どもた
ちの体験活動をサポートする講師や活動補助をして
いただく方を派遣しています。詳しくはお問い合わ
せいただくか市ホームページをご覧ください。

（青少年課　 （32）4458 ）

子どもの体験活動
安全対策問題を考える
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